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1．はじめに 

近年、都市部の高密度化と社会資本整備の進展に伴い、道路、鉄道、上下水道、電力、通信、ガスなど

のライフラインや建築物、地下街など既設構造物に近接して新たな構造物が施工される機会が多くなって

います（図-1 参照）。このような状況の中、新設構造物の設計・施工に先立ち、既設構造物等への影響を

予測し、工事の安全性を確認することは重要です。検討にあたっては、数値解析を用いた詳細手法および

既往計測データに基づく簡易手法に大別されますが、近接施工の問題に対しては、個々の現場に応じた地

盤条件、施工条件などを適切に考慮でき、挙動が定量的に予測できる数値解析（有限要素法：FEM）を

用いた地盤変状シミュレーションが有効です。ここでは、代表的な事例として鉄道軌道に対する影響検討

に着目します。 

 

 
図－１ 近接施工の例 
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2． 地盤変状シミュレーションの概要 

鉄道軌道に対する影響検討では、まず「近接程度の判定」を実施し、無条件範囲(Ⅰ)、要注意

範囲(Ⅱ)、制限範囲(Ⅲ)に区分します。このうち無条件範囲(Ⅰ)に該当すれば FEM での検討は不

要ですが、Ⅰ以外では FEM で近接施工による影響を検討しなければなりません。FEM では、工

事工程を考慮したステップ解析を実施して、鉄道軌道部等の変位を定量的に評価し、必要に応じ

て対策工の検討を行います。 

また、近接程度の判定や FEM が終わった段階で、既設構造物の管理者(JR など)と関係機関協

議を行います。 
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図-1 鉄道軌道に対する影響検討フロー 
 

図-2 近接程度の判定の例 

 

３．地盤変状シミュレーションの事例と実績 

 
図-3 鉄道軌道に近接する橋脚施工の 3 次元解析事例（変位分布図） 

表-1 近年の主な業務実績(鉄道関係のみ) 

 年度 発注機関 主な業務内容 手法 

R6 ゼネコン 新築工事(掘削)に伴う鉄道トンネルへの影響検討 弾塑性 FEM 性解析 

R6 コンサル 橋脚施工に伴う鉄道軌道への影響検討 弾性 FEM 性解析 

R2 電力会社 鉄塔新設工事に伴う新幹線軌道への影響検討 弾塑性 FEM 性解析 

R2 電力会社 土留め掘削工事に伴う新幹線軌道への影響検討 弾塑性 FEM 性解析 

R1 ゼネコン 発進立坑設置工事に伴う鉄道橋脚への影響検討 弾塑性 FEM 性解析 

H30 三次官庁 造成盛土工事に伴う新幹線軌道への影響検討 弾塑性 FEM 性解析 

H30 一次官庁 道路拡幅工事に伴う鉄道軌道への影響検討 弾塑性 FEM 性解析 

H30 コンサル 橋台工事に伴う鉄道橋梁への影響検討 弾塑性 FEM 性解析 

H29 電力会社 鉄塔新設工事に伴う鉄道軌道への影響検討 弾塑性 FEM 性解析 
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